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報道関係各位

携帯・スマホの接触時間が、パソコンを上回る

～博報堂ＤＹメディアパートナーズ メディア環境研究所｢メディア定点調査２０１４｣ ～

株式会社博報堂ＤＹメディアパートナーズ メディア環境研究所（本社：東京都港区、所長：三神正樹）は、生活者のメディア接触

の現状を調査・分析する「メディア定点調査２０１４」を実施いたしました。

１、メディア接触時間は、テレビに続いて、携帯・スマホの順に

東京地区の調査結果によると、生活者の 1 日あたりのメディア接触時間は、テレビ 156.9 分、携帯・スマホ 74.0 分、パソコン 69.1

分の順となっており、携帯・スマホの接触時間が、パソコンの接触時間を上回る結果となりました。性年齢別にみると、昨年までの男

女 10代、女性 20代だけでなく、今年度は男性 20代、30 代、女性 30代、40 代でも、パソコンを上回る結果となっており、生活者

の間で、携帯・スマホの接触時間がミドル層まで浸透してきていることが伺えます。

２、スマホ所有率は 59.1％、タブレット端末は初の 20％超え

スマートフォンの所有状況は、59.1％となり、昨年の 45.0％から 14 ポイントの伸びを示しています。特に、女性 10 代では約 9 割と

大幅に伸び、男性 10～40 代も 7 割以上と高くなっております。50 代以上では、まだ 5 割を超えていませんが、年代が下がるごとに

所有状況が高くなる傾向があります。また、タブレットの所有状況も、16.2％から約 4ポイント増え 20.9％となり、初めて 20％を超え、

スマートデバイスが、生活者に広がってきていると言えます。

３、女性 10 代では、テレビを見ながら、ソーシャルメディアを書き込んだり、読んだりすることが日常化

スマートデバイスの普及に伴って、テレビの視聴態度にも変化が出始めています。携帯やスマートフォン、タブレット端末を操作しなが

らテレビを見ることは 6割を超えています。テレビ番組を見ながら、ソーシャルメディアでその番組に関する書き込みをしたり、書き込みを

読んだりすることは、全体では 20.6％ですが、女性 10代では 66.1%と約 7割となっており、ソーシャルメディアの利用が日常化している

ようです。スマートデバイスの普及による、スマートデバイスと既存メディアの効果的な組み合わせが重要になってくるものと考えられま

す。

この調査は、メディアのデジタル化に伴って次々と登場する「ハードウェア」や「サービス」について生活者のメディア接触の実態を把握

し、広告メディア市場形成の「兆し」を発見しようという目的のもと、２００４年より継続的に実施しています。メディア環境研究所では、

今後もメディア環境変化を調査し、次世代広告の兆しを発見することで、コミュニケーションのプラニング力とメディア効果を高めること

にチャレンジしていきます。

２０１４年６月１０日

株式会社博報堂ＤＹメディアパートナーズ
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■主な調査結果

１）メディア接触時間の時系列推移(1 日あたり：週平均) ：東京地区

メディア接触時間は、テレビ 156.9 分に続いて、携帯・スマホ 74.0 分、パソコン 69.1 分の順になっている。

＊タブレット端末は、2014 年から追加。

＊パソコンからのインターネットを「パソコン」に、携帯・スマホからのインターネットを「携帯・スマホ」に変更。

２）メディア接触時間の性年齢別比較（1 日あたり：週平均） ：東京地区

携帯・スマホの接触時間が、男性 20 代 30 代、女性 30 代 40 代でも、パソコンより高くなっている。

156.9

151.5

161.4

161.4

172.8

30.5

35.2

31.9

33.0

28.7

23.4

27.1

24.0

23.3

27.8

13.6

16.0

16.6

18.6

16.0

69.1

72.8

77.1

81.7

77.4

18.2 74.0

50.6

40.4

32.0

25.2

0分 100分 200分 300分 400分

2014年

(N=2086)

2013年

(N=1899)

2012年

(N=2076)

2011年

(N=2127)

2010年

(N=2112)

テレビ ラジオ 新聞 雑誌 パソコン タブレット端末 携帯・スマホ

156.9

132.8

117.1

129.0

133.4

168.0

202.8

128.3

117.1

163.8

182.1

203.0

186.9

30.5

9.6

19.4

53.1

31.8

42.8

45.6

7.9

8.7

17.7

18.9

17.5

61.9

23.4

6.8

16.4

18.0

20.0

30.8

49.2

7.0

10.2

14.4

21.8

25.4

45.1

13.6

11.6

15.8

18.5

14.7

12.2

12.4

12.7

13.7

13.8

12.4

8.4

12.4

69.1

68.2

124.5

98.6

66.8

72.2

62.2

47.8

85.3

38.1

57.6

56.0

36.3

18.2

53.6

43.7

28.7

21.4

9.5

6.3

25.1

14.7

17.6

8.0

6.7

5.7

74.0

140.3

140.7

103.1

54.7

29.4

14.0

168.3

138.7

77.0

64.3

38.6

18.8

0分 100分 200分 300分 400分 500分

全体(N=2086)

男性 １５～１９才

２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

女性 １５～１９才

２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

テレビ ラジオ 新聞 雑誌 パソコン タブレット端末 携帯・スマホ

メディア計

385.6 分

353.1 分

351.4 分

350.0 分

347.9 分



3/5

３）スマートフォン所有率（時系列比較）：４地区比較

スマートフォンの所有率は、東京では約 6 割に。高知でも昨年の東京並みの 4 割になっている。

４）スマートフォン所有率（性年齢別）：東京地区

女性 10 代で大幅な伸び。男性 10～40 代では 7 割を超える。
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５）タブレット端末所有率（時系列変化）：4 地区比較

年々増加していたタブレット端末の所有率が、東京、大阪、愛知で初めて 2 割を超える。

６）テレビ視聴時の態度① ：東京地区

Ｑ 携帯やスマートフォン、タブレット端末を操作しながら、テレビを見ることはどの程度ありますか？

携帯やスマートフォン、タブレット端末を操作しながらテレビを見ることは 63.0％で、6 割を超えている。
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７）テレビ視聴時の態度② ：東京地区

Ｑ テレビ番組を見ながら、ソーシャルメディアで、その番組に関する書き込みをしたり、書き込みを読んだりすることは

どの程度ありますか？

女性 10 代の約 7 割が、テレビを見ながらソーシャルメディアで、その番組の書き込みをしたり書き込みを読んだりしており、

テレビ視聴も年代によって態度が異なってきている。

■調査設計

・調査地区： 東京都、大阪府、愛知県、高知県

・標本抽出方法： RDD（Random Digit Dialing）

・調査方法： 郵送調査法

・調査対象者： １５～６９歳の男女個人

・標本構成： ４地区計 ２５６７サンプル（東京６３４、大阪６４５、愛知６５３、高知６３５）

２０１３年住民基本台帳に基づき性年代でウェイトバックを実施

・調査期間： ２０１４年１月２４日（金）～２月６日（木）

・調査実施機関： 株式会社ビデオリサーチ

■この件に関するお問い合わせ先

株式会社博報堂ＤＹメディアパートナーズ 広報グループ 山崎・藤井・桐明 03-6441-9347

メディア環境研究所 中杉・馬場 03-6441-9713
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